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11月1日(火)、連合2023春季生活闘争中央
討論集会が開催され、連合加盟組織から約550
名が参加しました。
連合の芳野友子（よしのともこ）会長は、

「2023闘争をみんなで作り上げ、その成果を
広く波及させることが今求められており、
この春闘は歴史のターニングポイントになる。
連合が一体となり、ともに頑張りたい。」と
連合、航空連合からは又吉副事務局長が「需要の回復に伴い職場の繁忙
感が急激に高まる一方、離職は継続している。昨年は年収の早期
回復をめざしたが、2023春闘は人材の確保・産業の魅力向上などの
観点から、賃上げも含めた労働条件の向上を検討したい。」と職場
状況とこれまでの議論経緯をふまえて発言しました。

討論集会で発言する又吉副事務局長

連合芳野会長挨拶

連合の仁平総合局長から「航空
産業は依然コロナの影響を受け
ているが、昨年との変化につい
て報告いただいた。連合として
も後押しができるよう取り組み
たい。」と答弁がありました。
今後も2023春闘の取り組みを

加速していきます！

冒頭に述べました。


